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別 紙 ３ 

平成２３年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号  Ａ３ 大規模データ科学 
 
 ２．研究 課 題名  大規模・高次元データの発見的情報表現と効率的情報縮約 
 
 ３．研 究 期 間  平成２３年４月２７日 ～ 平成２４年３月３１日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

森 裕一 岡山理科大学・総合情報学部 教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

久保田 貴文 統計数理研究所 特任助教  

飯塚 誠也 岡山大学大学院・環境学研究科 講師  

黒田 正博 岡山理科大学・総合情報学部 准教授  

南  弘征 北海道大学・情報基盤センター 准教授  

 
 ６．共同研究の成果 

 本研究は，高度なインタラクティブ性をもった大規模データの可視化技術を模索しながら，シン

ボリックデータなどを含み，大規模データの効率的なデータ縮約手法を提案することが目的である。

そのために，次の研究集会を開催した。 
 
 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

共同研究・研究集会「大規模・高次元データの発見的情報表現と効率的情報縮約」 
 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
  日   時：２０１１年１１月３０日（水）１３：３０～１７：００ 
  場   所  北海道大学情報基盤センター北館会議室 
  プログラム   
   13:30 開会 
   13:35 黒田正博・森 裕一（岡山理科大）・飯塚誠也（岡山大）・榊原道夫（岡山理科大） 
      「非計量データの主成分分析の交互最小二乗法の加速法の改良」 
   14:10 飯塚誠也（岡山大） 
      「自由記述文のキーワード抽出における発見的情報表現への試み」 
   14:40 休憩 
   15:00 久保田貴文（統計数理研究所）・冨田誠（東京医科歯科大）・石岡文生（岡山大）・ 
       藤田利治（統計数理研究所） 
      「自殺死亡の大規模地域統計データを用いた時空間年齢階級別区間データの地域分類」 
   15:30 近藤和也・小宮由里子・南 弘征・水田正弘（北海道大） 
      「対応分析の拡張について」 
   16:05 総合討論 
   17:00 閉会 
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（研究成果のつづき） 
 
 計算量が膨大になるデータ解析の計算の効率化（加速化）や解析中にデータの可視化に工夫をす

ることで情報発見を手助けしようとする手法の提案，シンボリック化された大規模データへの事例

に基づく新しいアプローチの試案，と，いずれの発表も，現在進行中の新しい取り組みを紹介する

ものであるが，各発表での質疑と総合討論を行ったことで，加工前・中・後のデータの視覚的観察，

計算時間に手間をかけず，考察に集中できるようにする工夫，次元縮約によるデータの特徴の把握，

分析結果を基にした発見的なデータ分析を，マシンのインタラクティブ性を活用して実行する手順

などへの示唆が多く得られ，大規模データの扱いをこれまで以上に向上させる可能性を追求できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


